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１．概    要 

ガ併用杭打機は、ホイールクレーン及びテレスコクレーン装着式杭打機であり、 

 

 

２．作業配置人員 

 

併用杭打機はアタッチメント製品であり、多機種のクレーン車に装着することが 

 

 
 

表２－１　作業配置

    アボロンオー

ドロップハンマーによる打撃工法（モンケン）又はアースオーガ先行掘モンケン打撃工法（オーガ

モンケン）セメントミルク工法により打設する。適用出来る杭は、既製コンクリート杭・Ｈ型鋼杭・ 

鋼矢板・レール鋼杭・その他各種杭で、以下に示す積算基準は既製コンクリート杭を例に取り、

モンケン打撃工法・オーガ先行掘モンケン打撃工法・セメントミルク工法の３通りを示す。 

 

11

注1）　継ぎ杭を施工しない場合は、溶接工は計上しない。

22

1

1

1

1

1 1 ―

1

1

鳶　　工 普通作業員 溶接工　注1） 特殊運転手

11

工　法 ＼ 職　種

モンケン

オーガモンケン

セメントミルク

配　　置　　人　　員 運　転　関　係

世話役

３．機種の選定 

   アボロンオーガ

出来る為、作業半径・削孔長・削孔径により選定する。 

表３－１　削孔径による選定

７５～９０ｔ吊テレスコクレーン φ1200以下

CV-330 、CVR-205

アボロン杭打機機種 削孔径

CV-250 、CVR-107

CV-270 、CVR-202

CV－４００

φ900以下

装着クレーン車（ベースマシン）

5 ～ 10ｔ吊ミニホイールクレーン

16ｔ ～ 20ｔ吊ホイールクレーン

25ｔ ～ 50ｔ吊ホイールクレーン、30ｔ・50ｔ・75吊テレスコクレーン

φ450以下

φ600以下

22 CV-330 CV-330

20 　　50t   75～90ｔ
CV－400

18 75～90ｔ

16 　　CV-330 CV-330
　　　25t  35ｔ

14

12
CV-270

10 　　16t

8
CV-250

6 10t

4

2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

※1.ベース中心からの距離
  2．削孔径φ450の場合

図３－１　作業半径-削孔長による選定　

削
孔
長
（
m
）

作業半径（m）

1 



４． 燃料費 

ついてアースオーガの場合は、ベースマシンの油圧を使用しての駆動であり、 

   算基準書で定められている下記表を標準とする。 

 

  下記式により、燃料消費量（1 時間当たり）を求める。 

    時間当たり燃料消費量（L/h）＝機関出力（kw）×時間当たりの燃料消費率（L/kw-h） 

     機関出力 ： アボロン杭打機・機械損料表の機関出力欄（kw）を参照。 

２ 

表４－１　運転1時間当たりの燃料消費量　

     燃料消費量に

エンジン負担は大となる点を考慮の上算出する。 

  時間当たりの燃料消費量は、建設省土木工事積

 

発動発電機

杭打機（ベースマシン）

ホイールクレーン

トラッククレーン 油圧式

油圧式

油圧式

ディーゼル

アボロン装着各ベースマシン

プラント使用時（主燃料＝軽油）

0.044

0.103

0.156

0.170

機　　械　　名 規　　格
時間当たりの燃料消費量率

（L / kw－h）
摘　　　　　　要

補助クレーン、組立解体作業時

補助クレーン、組立解体作業時

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５． モンケン工法 

 

 作業能力 

１） 準備時間 （Ｔｓ） 

Ｙ ： 各種杭の杭頭をＧＬより下げる施工において、モンケン杭頭の間に円筒状のパイプ（ヤットコ） 

     

） 打込時間 （Ｔｂ） 

 

 

 

 

 
３  

の施工時間算出
Tc ： 杭1本当たりの施工時間 （分/本）

Ｔｓ ＋ Ｔｂ Ts ： 杭1本当たりの準備時間 （分/本）
Ｆｃ Tb ： 杭1本当たりの打込時間 （分/本）

Fc ： 現場条件による作業係数

Ｔｃ ＝

 

　杭１本当たり

 
 
 
 
 

 
 

  をあてがい、モンケン打撃力をパイプを通しＧＬより下の杭頭に伝える治具である。 

Ｔｓ ＝ αＬ ＋ 6.0 α ： 定数　相伴クレーン　有：0.5 、 無：1.0
Y ： ヤットコ準備時間 （6分/回）

注）　Ｙは必要な際に計上

L ： 杭込長 （ｍ）

表５－１　打込の単位作業時間　 （γ）

 

 

２

Ｔｂ ＝ Ｌ × γ × ｋ    γ ： 打込の単位作業時間 （分/ｍ）
ｋ ： 機種係数

 

50以下

3.0

平均Ｎ値

γ

30以下

2.0

※　オーガ削孔時は、1.0

 

 

0.7

1.3

0.8

2.9

―

1.3

1.7

1.0

2.0

1.2CV-330

1.4

0.8

0.5

機種 ＼ 杭 H150・ﾚｰﾙ φ150・H200

CV-270

CV-250 2.0

1.2

2.3

φ250・H300 φ300・H350 φ350・H400φ200・H250

表５－２　機種 　（ｋ）

――

係数 

 



3） 現場条件による作業係数 （Fc） 

 
作業係数（Fc）は、基準値を 1.0 として次式で作業係数を求める。 

 

５－１ 諸雑費 

は、オーガスクリュー・ヘッド損料などがあり、労務費機械損料及び運転経費の合計額に 

乗じ 上限として計上する。 

 

 

 

４ 

 

表５－２　現場条件による作業係数 　（Fc）

鋼　管
仮設杭を標準とする杭　　　種

施工規模

 足場の状況により作業に及ぼす
 程度

施工規模が1日未満の場合は、
1日単価とする

Ｈ鋼

　機械の移動・杭材の仮置場所・杭材の

各種杭共通

不　　　　良 普　　　　通

普　　　　通不　　　　良

ＰＣ、ＲＣ

家屋・鉄道・橋梁・道路施設
構造物などによる障害の程度

　吊込みなどに十分な広さがあるか

不陸・軟弱等による足場の良否

 現場の広さによる作業難・易の
 程度

かなりある な　　　　し
 作業中断の有無、並びに機械の行動に
 制約される

条　　件 ＼ 補正値 -0.05 0 備　　　　　考

作業係数 （Fc） ＝ 1.0± （補正値合計） 

 

 

 

  諸雑費に

た金額を

 

φ９00以下

18

φ500以下

10

φ600以下

12

オーガ径

諸雑費率

無削孔

2

表５－３　諸雑費率　 （％）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６． オーガモンケン・セメントミルク工法 

作業能力 

 

１） 準備時間 （Ts） 

 

ｎ1、ｎ2： 最長掘削長さ以上の掘削の場合、スクリューを継ぎたし継続して掘削作業を行う工程となり、 

   

ｎ3 ：   各種杭の杭頭を GL より下げる施工において、モンケンと杭頭の間に円筒状のパイプ（ヤットコ）を 

   

） オーガ削孔、打込時間（Tb） 

※γ、ｌ、ｋはモンケン工法参照 

、別途積算 

 

５  

Tc ： 杭1本当たりの施工時間 （分/本）

  

Ts ： 杭1本当たりの準備時間 （分/本）
Ts ＋ Tb ＋ TG ＋ Tw Tb ： 杭1本当たりのオーガ削孔、打込時間 （分/本）

Fc TG ： 杭1本当たりのモルタル注入時間 （分/本）
Tw ： 溶接時間 （分）
Fc ： 現場条件による、作業係数

Tc ＝

 

 

     スクリュー継ぎ時間を要する。また、全掘削後スクリュー引き上げの際は除去する事になり、 

        取外し時間を要する。 

 

      あてがい、モンケン打撃力をパイプを通し GL より下の杭頭に伝える冶具である。 

 

 

２

 

※最大 N 値 50／１５以上の場合

ｌ0 ： 削孔長 （ｍ）
　　γ0 ： 削孔の単位作業時間 （分/ｍ）

Ｔｂ ＝ （γ0× ｌ0× ｋ0） ＋ （γ × ｌ × ｋ） ｋ0 ： 機種係数

―

―

1.8

ＣＶ４００  75～90ｔ 0.7 0.8 1.0

1.6

1.2 1.4

５０/１５以下

７．８

1.4

1.3

1.2

1.1

φ900以下

表６－２　機種係数 　（ｋ0）

機種 ＼ 削孔径 φ450以下

50以下

4.0

５０/２０以下

５．６

平均Ｎ値

γ0

30以下

2.8

φ600以下 φ700以下

―

――

―

1.2

1.0

0.9

―

CV-330　50～75ｔ

1.4

1.0

0.8

0.7

CV-270

CV-330　25～35ｔ

CV-250

表６－１　削孔の単位作業時間　 （γ0）

φ800以下

α ： 定数　相伴クレーン　有：0.5 、 無：1.0
L ： 杭長 （ｍ）
ｎ１ ： スクリュー継ぎ時間 1ヵ所6分

Ts ＝ αL ＋ 6.0 ＋ （ｎ１ ＋ ｎ２ ＋ ｎ３ ＋ ・・・） ｎ２ ： スクリュー取外し時間 1ヵ所6分
ｎ３ ： ヤットコ準備時間 6分/回
ｎ ： その他、現場条件により設定し必要な際に計上

 

 



3） １本当たりのモルタル注入時間 （TG） 

モルタル注入に要する時間は次式による 

L ： ミルク注入長 （ｍ）
TG＝ L × ｋ1 × ｋ2 （min/本） ｋ1 ： オーガ径による係数

ｋ2 ： プラント型式による係数

 
 
 

φ800

3.5

φ550 φ600

係数　ｋ１

φ300

0.5

φ400 φ450 φ500オーガ径

表６－２　オーガ径による係数 　（ｋ１）

φ700

0.7 0.9 1.2 1.4 1.7 2.0 2.7

φ350

 
 

4)  溶接時間 （Tw） ※必要な際に計上する 

よる溶接継手１箇所当たり溶接時間は次表による。 
 

注） 上記時間は付け合わせ溶接の場合であり、当 板鉄板溶接及び当て板鉄板後ろボルト・ナット締め 
 

 

６  

表６－３　プラント型式による係数

AM-07、04

AM-10

1.0

0.6

 
 

鋼管杭、PC 杭、H 型鋼の半自動アーク溶接機に

 

 

 
 

45

51

56

61

36

40

44

48

28

31

34

3726

22

24

26

29

20

22

24

600

18

20

22

24

450

500

550

（m／m） 8 9 10 12 14 16

杭径 板　　　　厚 （m／m）

表６－４　鋼管杭の溶接時間　 （分）

403225191816400

600

25

500

21.5

550

23.5

400

17

450

19.5

300

13

350

15

杭径（mm）

時間 12

250

表６－５　PC・RC杭の溶接時間　 （分）

時  間

H250

18.5

H200

15

H400

30

表６－６　H鋼杭の溶接時間　 （分）

H350

26

H300

22.5

杭  径

 
 
 
て

     の場合は、別途算出する。 

 
 
 



5)  現場条件による作業係数 （Fc）  

 
 

作業係数（Fc）は、基準値を 1.0 として次式で 業係数を求める。 

 

－１ 諸雑費  
オーガスクリュー・ヘッド損料などであり、労務費機械損料及び運転経費の合計金額に乗じた 

 

 

） 付属機械  

・クレーン 

     、杭建て込み用クレーンとして、下記の場合能力に合った機械を使用する。 

ａ） 杭打機作業半径以内に杭置場・杭芯を設ける事が出来ない場合。 

さらす恐れがある場合。 

  

７ 

表５－２　現場条件による作業係数 　（Fc）

杭　　　種
ＰＣ、ＲＣ

家屋・鉄道・橋梁・道路施設
構造物などによる障害の程度

　現場の広さによる作業難・易

施工規模

　の程度

 足場の状況により作業に及ぼす
 程度

かなりある

普　　　通

Ｈ鋼

―

―な　　　し

普　　　通

不　　　良

不　　　良

鋼管

不陸・軟弱等による、足場の良否

各種杭共通

仮設杭を標準とする―

良

施工規模が1日未満の場合は、1日単価とする

 作業中断の有無、並びに機械の
 行動に制約される

 機械の移動・杭材の仮置場所・杭材
 の吊込などに十分な広さがあるか

条　　件 ＼ 補正値 -0.05 0 0.05 備　　　　　　　考

 
 
 
作

作業係数（Fc）＝1.0±（補正値合計） 

 
 

６

   諸雑費には、

金額を上限として計上する。 

 

2諸雑費率

オーガ径 無削孔 φ900以下

181210

φ500以下 φ600以下

表５－３　諸雑費率 　（％）

 
 
 

１

 

 小物運搬

 

ｂ） 杭置場が施工基面より上・下 2ｍ以上ある時。 

ｃ） 民家・その他施設・構造物等を破損又は危険に

ｄ） 杭・部材等の積込、荷降しがある場合。 

 
 
 



２） 発動発電機   ※必要な際に計上する。 

    セ 使用する場合、電力供給は発動発電機を使用 

 

 

 
 

）  その他の機械  

て、掘削土の処理作業としてバックホーや掘削補助としてエアコンプレッサー等、 

 

８ 

表５－１－１３

メントミルクプラント等を電力設備のない場所で

する。別途運転単価を算出する。 

アボロンプラント機種

発動発電機容量

AM-07C　総電力22.7kw AM-10　総電力23.5kw

45KVA　以上

 

3

   その他の機械とし

各継ぎ杭時の溶接機等、現場状況により配備する必要がある。別途損料算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７． 機械運転単価 

 

 
 

 
 

 
 
 
 

９  

表７－１　クレーン装着式アースオーガ杭打機運転単価　 （1時間当たり）

計

運転手（特殊）

燃料費

機械損料

諸雑費

軽　油

各機種

人

L

hr

式

0.16

1

1

使用クレーン車の出力（kw）×0.156

アボロン機械損料表（13）の値参照代入

単　　価 金　　額 摘　　　　　　要

建設機械運転労務による

名　　　　称 規　　格 単　位 数　量

 

機械損料

諸雑費

計

hr

式

注）1

1

1 クレーン機械損料表（13）の値参照代入

使用クレーン車の出力（kw）×0.103

人運転手（特殊）

燃料費 軽　油 L

建設機械運転労務による0.16

数　量 単　　価 金　　額 摘　　　　　　要名　　　　称 規　　格 単　位

表７－２　トラック・ホイールクレーン運転単価 　（1時間当たり）

金　　額 摘　　　　　　要規　　格 単　位 数　量 単　　価名　　　　称

ディーゼル駆動出力（kw）×0.170軽　油 L燃料費

表７－３　発動発電機運転単価　 （1日当たり）

機械損料

諸雑費

計

日

式

45KVA 1

1

表3-1を参照により数量を算出
発動発電機損料表（13）の値参照代入

 
 
 



８． 単価表 

建込み 10 本当たりの単価 

 

φ（      ）ｍｍ     L＝（      ）ｍ     Ｔｃ＝（      ）分／本 

 

 

９． 組立解体費

  本体（アボロン装着ベースマシン）を使用して、リーダーの組立（解体）、モンケンオーガ等の接続（切断） 
をする。

・組立４時間、解体４時間が基準  
多い場合は、別途計上  

判クレーンを計上  

 
 

1人

各1人

攪拌容量 日

人

日

日1人

2人
(1人)

日

45KVA 日

式

1ｍ当たり

発動発電機

雑　品　費

計

1本当たり

世　話　役

鳶　　　　工
(ﾓﾝｹﾝ打のみの場合)

普通作業員

グラウト工及び
溶接工

アボロンプラント

労　務　費

セメント
ミルク

雑　　費

日ｔ吊

運転経費
クレーン賃料又は

運転

(10×Tc)/(60×T)　　　注）1

〔(10×Tc)/(60×T)〕×2　　注）1

(10×Tc)/(60×T)　

必要に応じて計上する

(10×Tc)/(60×T)　　注）1
必要に応じて計上する

表5-3を参照

(10×Tc)/(60×T)　　注）1

(10×Tc)/(60×T)　　注）1
必要に応じて計上する

(10×Tc)/(60×T)　　注）1

金　額 摘　　　　　　　要

　注）1

表８－１　　単　価　表

項　　目 名　　　　称 規　　格 単　位 数　量 単　価

   

 

ﾍﾞｰｽﾏｼﾝ含む杭打機運転 hr 10×Ｔｃ/60　　

Tc = 1 本当たりの施工時間（分/本） 

T = 杭打機運転日当たり運転時間＝660/110＝6.0ｈｒ 

注）1 夜間作業の場合、労務費数量に 1.4 を乗じて計上する。 

 
 

 

・現場内少運搬の

・荷卸は、相

1日

4.0hr×2

0.5日×2

0.5日×2×2

0.5日×2

hr

日

日

日

式

計

鳶　　工

普通作業員

摘　　　　要

労務費

消耗品

1

2

1

1

単　　価 金　　額数　　量 単　　位

表９－１　組立解体単価　 （1回当たり）

2 日

杭打機杭打機 8

世話役

クレーン賃料 １６ｔ

項　　目 規　　　　格

 
１０  



１０． 運搬費  

 
リーダー、オーガ、スクリュー、モンケン他付属器具 一式（重量約８ｔ）は、トラックにて輸送。 

１ｔ車を基準として、算出は陸運局トラック車扱距離制による。 
ボロン装着ベースマシン）は自走にて輸送。 

 
 

 

 
 

 
 
 
 
 

１１  

ＣＶ-330

台

hr

台

摘　　　　　　要金　　額

重量物6割増

重量物6割増

自走速度20km/hr
準備1.0hr加算

本　体

トラック

トレーラー

計

・工具

トラックは通常１

但し、本体（ア

規　　格 数　　量 単　　位 単　　価項　　目

表１０－１　往復輸送単価
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